


江
戸
幕
府
の
後
に
成
立
し
た

明
治
新
政
府
は
、
明
治
二
年
に

諸
大
名
に
対
し
版
籍
奉
還
を
出

願
さ
せ
、
大
名
が
統
治
し
て
い

た
土
地
と
人
民
を
返
上
し
て
明

治
政
府
の
所
轄
と
す
る
中
央
集

権
化
に
着
手
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
諸
大
名
を
旧
領
地

の
知
藩
事
（
地
方
長
官
）
に
任

命
し
た
た
め
、
実
質
的
に
は
江

戸
時
代
と
同
じ
支
配
体
制
で
し

た
。次

に
政
府
は
、
明
治
四
年
に

藩
を
廃
止
し
て
県
を
置
く
廃
藩

置
県
を
行
い
、
さ
ら
に
中
央
集

権
化
を
進
め
ま
し
た
。
旧
大
名

で
あ
る
知
藩
事
は
東
京
へ
の
移

住
が
命
じ
ら
れ
、
代
わ
り
に
政

府
か
ら
任
じ
ら
れ
た
県
令
（
県

の
行
政
長
官
）
が
派
遣
さ
れ
、

地
方
の
政
治
に
あ
た
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

廃
藩
置
県
の
あ
と
旧
対
馬
藩

主
宗
氏
は
、
他
の
大
名
と
同
様

に
東
京
在
住
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
宗
氏
は
、

旧
対
馬
藩
田
代
領
域

（
鳥
栖
市
の
東
半
部
と
基

山
町
）
の
村
々
に
所
有

し
て
い
た
約
五
十
町
歩

の
田
畑
を
経
営
す
る
た

め
、「
広
及
舎
」
を
置
き

ま
し
た
。

そ
の
設
立
時
期
は
不

明
で
す
が
、
明
治
七
年

に
は
設
立
さ
れ
て
い
て
、

田
代
大
官
町
の
旧
上
使

屋
（
じ
ょ
う
し
や
）
の

西
側
、
旧
主
法
方
製
産

場
（
し
ゅ
ほ
う
か
た
せ

い
さ
ん
ば
）
付
近
に
位

置
し
て
い
ま
し
た
。
広

及
舎
は
宗
家
が
所
有
す
る
田
畑

を
小
作
に
出
し
、
小
作
米
や
そ

の
他
の
産
物
の
売
却
に
よ
っ
て

主
な
収
入
を
得
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
税
金
や
舎
員
の
給
料

な
ど
必
要
経
費
を
支
出
し
た
上

で
、
東
京
の
宗
家
の
家
計
を
支

え
る
た
め
送
金
し
て
い
ま
し
た
。

市
内
の
旧
家
に
、
広
及
舎
の

明
治
七
年
か
ら
四
十
二
年
ま
で

の
収
支
を
記
し
た
受
払
帳
（「
金

米
受
払
帳
」）
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介

市
で
は
鳥
栖
市
誌
第
四
巻
「
近
代
・
現
代
編
」
の
編
集
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
市
誌
だ
よ
り
で
は
、
そ
の
中
か
ら
、
明
治
期
に
旧
対
馬

藩
主
の
宗
氏
が
田
代
領
に
所
有
し
て
い
た
田
畑
の
経
営
を
行
っ
て

い
た
「
広
及
舎
」
を
紹
介
し
ま
す
。

市
誌
編
さ
ん
だ
よ
り
（
第
６
回
）

「
広
及
舎
」に
よ
る
田
畑
の
経
営

こ
う
き
ゅ
う
し
ゃ

「
鳥
栖
市
誌
」第
三
巻
　「
中
世
・
近
世
編
」

市
内
書
店
　
で
好
評
発
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中

な
ど

広及舎（社）の金米受払帳
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し
ま
す
。

明
治
八
年
に
は
、
小
作
米
収

入
約
三
百
二
十
俵
の
う
ち
約
二

百
八
十
五
俵
を
売
却
し
、
粟
・

麦
・
ハ
ゼ
の
実
・
楮
（
こ
う
ぞ
）

の
皮
な
ど
の
売
却
益
と
合
わ
せ

四
百
四
十
七
円
九
銭
の
収
入
を

得
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
収
入

と
合
わ
せ
二
千
三
百
九
十
円
四

十
銭
の
歳
入
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
支
出
は
、
税
金
や
舎
員

の
給
料
、
田
地
買
入
れ
、
貸
付

金
な
ど
で
二
千
九
十
六
円
五
十

三
銭
で
、
残
金
は
二
百
九
十
三

円
八
十
七
銭
で
し
た
。
し
か
し

こ
の
段
階
で
は
、
東
京
の
宗
家
へ

の
送
金
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

田
畑
購
入
を
目
的
と
す
る
資

金
調
達
は
、
明
治
十
四
年
ま
で

見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
小
作
米

収
入
も
十
五
年
ま
で
増
え
続
け
、

そ
れ
以
降
は
漸
増
ま
た
は
横
ば

い
と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

設
立
か
ら
明
治
十
年
代
半
ば
ま

で
は
田
畑
の
購
入
を
集
中
的
に

行
い
、
小
作
米
の
増
収
を
図
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

東
京
の
宗
家
に
送
金
し
た
の

は
、
明
治
十
七
年
に
な
っ
て
か

ら
で
、
五
百
円
（
約
百
七
十
五

万
円
）
を
送
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
二
十
年
に
は
純
益
金
の
運

用
法
を
定
め
、
三
分
の
二
を
宗

家
に
送
金
し
三
分
の
一
を
広
及

舎
備
金
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
宗
家
へ
の

送
金
額
は
千
円
（
約
三
百
五
十

万
円
）
前
後
で
安
定
し
、
地
主

経
営
は
確
立
し
ま
し
た
。

し
か
し
大
正
期
に
は
、
神
辺

町
の
約
四
町
歩
の
田
地
の
よ
う

に
所
有
権
が
宗
家
か
ら
他
の
個

人
へ
移
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
正
期
以

降
、
広
及
舎
に
よ
る
地
主
経
営

が
次
第
に
解
体
に
向
か
っ
て
い

っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年

代
、
広
及
舎
の
経
営
に
は
、
主

に
八
坂
直
蔵
・
古
賀
寛
二
・
篠

原
牧
太
の
三
人
が
あ
た
っ
て
い

た
こ
と
が
史
料
に
見
ら
れ
ま
す
。

彼
ら
は
、
宗
家
の
実
務
を
担
当

し
て
い
た
家
扶
（
か
ふ
）
の
尾

崎
延
太
郎
と
頻
繁
に
連
絡
を
取

り
な
が
ら
経
営
に
あ
た
っ
て
い

ま
し
た
。

古
賀
寛
二
は
、
廃
藩
置
県
の

あ
と
遊
学
中
で
し
た
が
、
明
治

七
年
の
佐
賀
の
乱
と
同
時
に
帰

郷
し
、
田
代
の
町
が
戦
禍
に
巻

き
込
ま
れ
る
の
を
防
ぎ
ま
し
た
。

乱
後
は
、
緒
方
一
郎
ら
と
と
も

に
習
成
小
学
校
の
創
立
に
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。
明
治
二
十
二

年
か
ら
田
代
村
初
代
村
長
も
務

め
ま
し
た
。

な
お
、
古
賀
寛
二
と
篠
原
牧

太
は
と
も
に
県
会
議
員
を
歴
任

し
た
政
治
家
で
も
あ
り
ま
す
。

中
世
編
で
は
、
市
内
の
詳
細

な
調
査
に
よ
っ
て
集
落
の
成
り

立
ち
や
歴
史
、
勝
尾
城
を
中
心

に
市
内
に
残
る
城
館
な
ど
が
明

ら
か
に
な
り
、
中
世
の
鳥
栖
地

域
の
様
子
を
詳
し
く
解
説
し
て

い
ま
す
。

近
世
編
で
は
、
鳥
栖
市
域
の

東
半
部
と
基
山
町
域
が
対
馬
藩

領
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
や
対
馬

藩
田
代
領
と
佐
賀
藩
領
の
領
政

の
仕
組
み
の
違
い
、
近
隣
と
の

交
渉
に
つ
い
て
解

説
。
ま
た
、
近
世
の

鳥
栖
地
域
の
文
学
、

と
り
わ
け
俳
諧
の
盛

ん
な
様
子
に
つ
い

て
、
新
し
い
史
料
を

交
え
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。

図
版
七
百
枚
以
上

を
使
用
し
た
ビ
ジ
ュ

ア
ル
な
構
成
で
、
Ｂ

５
判
八
百
ペ
ー
ジ
。

１
冊
五
千
円
で
頒
布

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鳥
栖
市
内

で
古
く
か
ら
語
り
継

が
れ
る
昔
話
・
伝

説
・
民
謡
な
ど
を
収
録
し
た

『
と
す
の
口
承
文
芸
』（
資
料
編

第
十
一
集
　
Ｂ
５
判
四
百
四
十

ペ
ー
ジ
　
二
千
円
）、
鳥
栖
市
内

の
寺
社
な
ど
の
伝
統
建
築
の
傾

向
を
解
説
し
た
『
鳥
栖
の
建
築
』

（
研
究
編
第
六
集
　
Ｂ
５
判
四
百

九
十
ペ
ー
ジ
　
三
千
円
）
も
刊

行
し
て
い
ま
す
。

取
り
扱
い
は
い
ず
れ
も
、
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
、
市

内
書
店
、
市
役
所
内
売
店
。

「
鳥
栖
市
誌
」第
三
巻
　「
中
世
・
近
世
編
」

市
内
書
店
　
で
好
評
発
売
中

な
ど

図版をたくさん使ったビジュアルな構成になっています

「
鳥
栖
市
誌
」第
三
巻
　「
中
世
・
近
世
編
」

市
内
書
店
　
で
好
評
発
売
中

な
ど

広及舎跡を示す説明板（田代大官町）







鳥
栖
・
三
養
基
地
区
総
合
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
鳥

栖
・
三
養
基
地
区
に
住
ん
で
い

る
障
害
の
あ
る
人
、
ま
た
は
そ

の
家
族
か
ら
の
日
常
生
活
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
、

い
ろ
い
ろ
な
社
会
資
源
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

ま
た
、
専
門
的
な
機
関
や
行

政
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
よ
り

よ
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
相
談

経
験
の
あ
る
４
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
対
応
し
ま
す
。
相
談
に
関
す

る
費
用
は
無
料
。
相
談
の
受
け

付
け
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

と
　
き
●
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

（
土
曜
日
は
同
５
時
ま
で
）

そ
れ
以
外
の
時
間
帯
、
日
曜

日
は
転
送
電
話
で
の
対
応
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
来
所
が
困
難

な
人
は
自
宅
訪
問
に
よ
る
相
談

も
可
能
で
す
の
で
、
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
毎
月
第
２
水
曜
日

（
午
前
９
時
半
〜
正
午
）
に
は
鳥

栖
市
役
所
社
会
福
祉
課
で
巡
回

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
例
１
＝
身
体
に
障
害
が
あ

る
の
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
来

て
も
ら
い
日
常
生
活
の
支
援
を
受

け
た
い
。
手
続
き
方
法
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
？
ま
た
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
事
業
所
は
ど
の
よ
う
な

と
こ
ろ
が
あ
る
の
？

対
　
応
＝
市
役
所
へ
の
申
請
手

続
き
な
ど
を
支
援
し
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
事
業
所
を
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
利
用
中
も
市
役

所
や
事
業
所
と
の
連
携
調
整
な

ど
を
行
い
ま
す
。

相
談
例
２
＝
施
設
を
出
て
、
一

人
暮
ら
し
を
し
た
い
の
で
住
む

場
所
を
探
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

生
活
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い

し
た
い
。

対
　
応
＝
一
人
暮
ら
し
で
き
る

よ
う
な
ア
パ
ー
ト
を
一
緒
に
探
し

ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
日
常
生

活
の
相
談
に
も
乗
り
ま
す
。

当
事
者
や
そ
の
家
族
だ
け
で

悩
ん
で
い
た
り
、
ど
こ
に
相
談

し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た

り
す
る
こ
と
も
多
く
あ
る
よ
う

で
す
。
誰
か
に
相
談
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
気
が
楽
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
解
決
す

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

鳥
栖
市
・
み
や
き
町
･
上
峰
町
・
基
山
町
の
１
市
３
町
は
、
平

成
19
年
４
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
ッ
チ
に
委
託
し
、
障
害
の
あ
る

人
の
生
活
や
福
祉
に
つ
い
て
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
「
鳥
栖
・

三
養
基
地
区
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
号
で
は
同
セ
ン
タ
ー
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
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せ

鳥
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（
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・
８
９
５
６
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市
で
は
、
10
月
26
日
（
日
）

に
「
鳥
栖
能
公
演
」
を
行
い
ま

す
。第

１
部
で
は
、
公
募
で
集
ま

っ
た
「
能
楽
謡
隊
」「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｕ

こ
ど
も
能
楽
隊
」
が
謡
や
舞
を

発
表
。
ま
た
、
能
鑑
賞
を
よ
り

楽
し
め
る
よ
う
、
野
村
萬
斎
さ

ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
佐
野
登

さ
ん
に
よ
る
「
能
楽
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
を
行
い
ま
す
。

第
２
部
で
は
、
プ
ロ
の
能
楽

師
に
よ
る
演
能
を
行
い
ま
す
。

能
「
船
弁
慶
」
で
は
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｕ
こ
ど
も
能
楽
隊
」
の
中
か
ら

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た

子
ど
も
が
「
源
義
経
」
役
に
挑

戦
。
プ
ロ
と
夢
の
共
演
を
す
る

な
ど
見
所
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
　
き
●
10
月
26
日
（
日
）

第
１
部
＝
午
後
０
時
半
開
場
、

同
１
時
開
演
▽
第
２
部
＝
午
後

３
時
開
場
、
同
３
時
半
開
演

と
こ
ろ
●
市
民
文
化
会
館

チ
ケ
ッ
ト
料
金
●
第
１
部
＝

無
料
▽
第
２
部
＝
全
席
指
定

高
校
生
以
上
５
０
０
０
円
、

小
中
学
生
２
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
●
７
月
19
日

（
土
）
午
前
10
時
〜
（
発
売
初
日

は
電
話
受
付
の
み
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
●
市
民
文
化

会
館
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

電
話
受
付
●
市
民
文
化
会
館

そ
の
他
●
託
児
あ
り
。
詳
し
く

は
同
文
化
会
館
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

対
　
象
●
市
内
に
住
む
小
学
４

〜
６
年
生

と
　
き
●
８
月
20
日
（
水
）
・

21
日
（
木
）。
１
泊
２
日

と
こ
ろ
●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
村
自

然
塾
九
州
（
河
内
町
）

募
集
人
員
●
35
人
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
８
月
１
日
（
金
）

午
後
６
時
半
か
ら
市
役
所
２
階

第
１
会
議
室
で
公
開
抽
選
を
実

施
（
抽
選
は
今
ま
で
に
参
加
し

た
こ
と
の
な
い
人
を
優
先
）

内
　
容
●
竹
細
工
作
り
、
み
そ

作
り
、
肝
だ
め
し
な
ど

参
加
料
●
１
人
４
０
０
０
円

（
食
事
代
、
材
料
費
な
ど
を
含
む
。

当
日
集
金
し
ま
す
）

申
し
込
み
●
７
月
30
日
（
水
）

ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
へ
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
も
可
。
申
込
用
紙
は
同
課
に

用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ

ガ
キ
で
応
募
す
る
場
合
は
、
①

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②
学
校

名
・
学
年
③
住
所
④
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
⑤
保
護
者
名
（
押
印

し
て
く
だ
さ
い
）
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い

鳥

栖

能

公

演

佐
野
登
さ
ん
に
よ
る「
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」も
開
催

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

助
成
　
の
申
請

乳
幼
児
及
び

児
童
医
療
費

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
〒
８
４
１
｜

８
５
１
１
鳥
栖
市
宿
町
１
１

１
８
番
地
　
4
85
・
３
６
９

４
　
6
83
・
０
０
４
２
）

TOSUこども能楽隊・能楽謡隊練習日

鳥

栖

能

公

演

佐
野
登
さ
ん
に
よ
る「
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」も
開
催

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

助
成
　
の
申
請

乳
幼
児
及
び

児
童
医
療
費

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

市
民
文
化
会
館
（
4
85
・
３

６
４
５
）



昭
和
３
年
に
始
ま
っ
た
勇
壮

な
鳥
栖
山
笠
は
、
六
基
の
山
車

と
三
基
の
子
ど
も
山
が
「
わ
っ

し
ょ
い
！
わ
っ
し
ょ
い
！
」
の

掛
け
声
と
と
も
に
市
街
地
を
勢

い
よ
く
駆
け
抜
け
ま
す
。

80
周
年
を
迎
え
る
今
年
は
、

そ
れ
を
記
念
し
て
鳥
栖
八
坂
神

社
の
お
み
こ
し
が
巡
行
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
山
笠
で
壊
れ

た
京
町
の
山
車
が
（
財
）
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業
の
助
成
を
受
け
て

新
し
く
造
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
力
水
と
力
強
い
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
鳥
栖
山
笠
奉
賛

会
へ
。

と
　
き
●
１
日
目
＝
７
月
19
日

（
土
）
▽
２
日
目
＝
同
20
日
（
日
）

各
日
午
後
１
時
、
鳥
栖
八
坂
神

社
で
開
会

鳥
栖
市
観
光
協
会
で
は
、「
ま

つ
り
鳥
栖
２
０
０
８
」
を
開
き

ま
す
。

当
日
は
パ
レ
ー
ド
や
よ
さ
こ

い
踊
り
、
各
商
店
街
の
イ
ベ
ン

ト
や
中
央
公
園
内
で
の
バ
ザ
ー

な
ど
多
彩
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
参
加
と
来
場
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
パ
レ
ー
ド
や
バ
ザ
ー

な
ど
に
参
加
す
る
人
は
７
月
10

日
（
木
）
ま
で
に
鳥
栖
市
観
光

協
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と
　
き
●
７
月
27
日
（
日
）
午

後
１
時
〜
同
９
時
半

と
こ
ろ
●
中
央
公
園
ほ
か

市
で
は
現
在
、
外
郭
団
体
等

の
あ
り
方
や
役
割
の
見
直
し
な

ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
２

月
に
外
郭
団
体
等
検
討
委
員
会

か
ら
受
け
た
見
直
し
に
関
す
る

提
言
に
基
づ
き
「
外
郭
団
体
等

改
革
推
進
計
画
（
素
案
）」
を
作

成
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

計
画
（
素
案
）
に
関
す
る
意
見

を
募
集
し
ま
す
。
い
た
だ
い
た

意
見
は
後
日
、
市
の
考
え
と
と

も
に
公
表
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
こ
の
計
画
（
素
案
）

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.tosu.lg.jp

）
ま
た
は
、

総
合
政
策
課
、
地
区
公
民
館
で

７
月
１
日
（
火
）
か
ら
同
31
日

（
木
）
ま
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

提
出
方
法
●
７
月
31
日
（
木
）

ま
で
に
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
総
合
政
策
課
へ
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
電
話
で
の
意
見

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い

鳥

栖

能

公

演

佐
野
登
さ
ん
に
よ
る「
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」も
開
催

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

助
成
　
の
申
請

乳
幼
児
及
び

児
童
医
療
費

な
ど

市
で
は
、
開
か
れ
た
市
政
を

推
進
す
る
た
め
、
各
種
団
体
の

代
表
者
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ

る
市
民
へ
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
附
属
機

関
な
ど
の
会
議
の
公
開
を
始
め

ま
す
。

公
開
対
象
●
７
月
１
日
以
降
に

開
か
れ
る
個
人
情
報
な
ど
を
含

ま
な
い
会
議
。
公
開
す
る
会
議

に
つ
い
て
は
、
市
報
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

city.tosu.lg.jp

）
で
お
知
ら
せ
し

ま
す

そ
の
他
●
議
事
録
の
要
旨
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す

鳥

栖

能

公

演

佐
野
登
さ
ん
に
よ
る「
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」も
開
催

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

助
成
　
の
申
請

乳
幼
児
及
び

児
童
医
療
費

な
ど

鳥

栖

能

公

演

佐
野
登
さ
ん
に
よ
る「
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」も
開
催

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

助
成
　
の
申
請

乳
幼
児
及
び

児
童
医
療
費

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

鳥
栖
山
笠
奉
賛
会
（
4
83
・

３
１
２
１
）

鳥
栖
市
観
光
協
会
（
4
83
・

８
４
１
５
）

■
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
〒
８
４
１
｜
８

５
１
１
鳥
栖
市
宿
町
１
１
１
８

番
地
　
4
85
・
３
５
１
１
　
6

82
・
１
９
９
４
　
Ｅ
メ
ー
ル

sougou@
city.tosu.lg.jp

）

■
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
4
85
・
３
５

１
１
）

最
近
、
市
北
西
部
の
九
千
部

山
を
通
る
九
州
自
然
歩
道
の
登

山
道
へ
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
が

乗
り
入
れ
、
登
山
者
が
危
険
を

感
じ
た
り
、
歩
道
が
荒
れ
て
き

て
い
る
と
い
う
現
状
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

自
然
歩
道
は
歩
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
、

健
全
な
心
身
の
育
成
を
図
る
た

め
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
車
道

部
を
除
き
、
バ
イ
ク
・
自
転
車

な
ど
の
乗
り
入
れ
を
認
め
て
い

ま
せ
ん
。

安
全
に
散
策
で
き
る
自
然
歩

道
の
維
持
の
た
め
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

鳥

栖

能

公

演

佐
野
登
さ
ん
に
よ
る「
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」も
開
催

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

助
成
　
の
申
請

乳
幼
児
及
び

児
童
医
療
費

な
ど

迫力の山車が駆け抜けます

■
問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
課
（
4
85
・
３
６

０
５
）

鳥

栖

山

笠

ま

つ

り

鳥

栖



※市政情報を拡大してお知らせします。

入
院
時
の
医
療
費
が
高
額
療

養
費
に
当
て
は
ま
る
（
同
じ
人

が
同
一
月
中
に
同
じ
医
療
機
関

に
支
払
っ
た
医
療
費
が
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
る
）
場
合
に

は
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

交
付
を
受
け
る
と
便
利
で
す
。

保
険
証
と
一
緒
に
病
院
窓
口

へ
提
示
す
る
こ
と
で
、
病
院
窓

口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限

度
額
内
で
済
み
ま
す
。

ま
た
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
人
は
、
高
齢
受
給
者
証
に
よ

り
あ
ら
か
じ
め
自
己
負
担
限
度

額
以
内
の
支
払
い
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
合
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
で
あ
れ
ば
、「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
非
課
税
世
帯
の
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
下
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付

を
受
け
る
に
は
国
保
年
金
課
窓

口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

対
　
象
●
国
保
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
国
民
健
康
保
険
加
入
者

持
っ
て
く
る
も
の
●
保
険
証
、

印
鑑

そ
の
他
●
社
会
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
人
は
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
組
合
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
現
在
交
付
済
み
の
同

認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
末

ま
で
で
す
。
引
き
続
き
必
要
な

場
合
は
、
７
月
末
ま
で
に
更
新

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

鳥

栖

能

公

演

佐
野
登
さ
ん
に
よ
る「
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」も
開
催

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

助
成
　
の
申
請

乳
幼
児
及
び

児
童
医
療
費

な
ど

「
乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費

助
成
」、「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
」
お
よ
び
「
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
助
成
」
の
申

請
は
診
療
月
の
翌
月
以
降
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
入
院
な
ど
で
医
療
費

が
高
額
療
養
費
に
当
て
は
ま
る

場
合
は
、
高
額
療
養
費
の
支
給

額
が
確
定
し
て
か
ら
申
請
し
て

く
だ
さ
い
（「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
を
利
用
す
る
と
、
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
で
済

み
ま
す
）。

申
請
時
に
提
出
す
る
も
の
●
申

請
書
、
領
収
書
、
高
額
療
養
費

に
当
て
は
ま
る
場
合
は
高
額
療

養
費
支
給
額
決
定
通
知
書
も
し

く
は
限
度
額
適
用
認
定
証

鳥

栖

能

公

演

佐
野
登
さ
ん
に
よ
る「
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」も
開
催

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

助
成
　
の
申
請

乳
幼
児
及
び

児
童
医
療
費

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
健
康
保
険
係

（
4
85
・
３
５
８
２
）

認
定
証
の
交
付
手
続
き

■
問
い
合
わ
せ

乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費
助

成
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
助
成
に
つ
い
て
は
こ
ど
も

育
成
課
（
4
85
・
３
５
５
２
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
課

（
4
85
・
３
６
４
２
）



市
北
部
に
は
弥
生
時
代
か
ら

古
墳
時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
が

点
在
し
て
お
り
、
柚
比
遺
跡
群

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
遺
跡
群
に
は
、
安
永
田

遺
跡
や
田
代
太
田
古
墳
、
庚
申

堂
塚
古
墳
な
ど
が
あ
り
、
市
で

は
現
在
、
一
連
の
史
跡
散
策
ル

ー
ト
と
し
て
の
整
備
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
こ
の
遺
跡
群
の

一
つ
で
あ
る
剣
塚
古
墳
が
、
古

賀
俊
和
さ
ん
（
福
岡
市
）
か
ら

市
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
市
で
保
護
管
理
を
行

い
な
が
ら
、
市
民
の
生
涯
学
習

や
学
校
教
育
に
広
く
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

鳥

栖

能

公

演

佐
野
登
さ
ん
に
よ
る「
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」も
開
催

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

助
成
　
の
申
請

乳
幼
児
及
び

児
童
医
療
費

な
ど

今
年
の
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
お
か
え
り
」
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
法
務
省
が
主
唱

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

ま
ず
は
思
い
や
り
の
「
お
か

え
り
」
の
気
持
ち
で
、
見
守
り

支
え
あ
う
、
あ
た
た
か
い
地
域

づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

何
気
な
い
家
庭
で
の
対
話
や

地
域
で
の
あ
い
さ
つ
も
大
切
で

す
。
ぜ
ひ
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

県
内
で
は
７
月
を
強
調
月
間

と
し
て
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
に
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
・
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
▽
豊
増
將
征
（
幸
津

町
・
亡
父
利
雄
）
▽
酒
井
テ
ル

代
（
同
・
亡
夫
利
隆
）
▽
山
口

幸
子
（
布
津
原
町
・
亡
母
ツ
ル

エ
）
▽
武
井
信
正
（
松
原
町
・

亡
母
ヒ
ト
ヱ
）
▽
松
田
伊
三
男

（
同
・
亡
姉
川
崎
セ
キ
）
▽
伊
藤

篤
世
（
古
賀
町
・
亡
夫
忠
）
▽

安
藤
泰
子
（
田
代
外
町
・
亡
夫

洋
）
▽
石
丸
三
千
代
（
藤
木

町
・
亡
夫
廣
孝
）
▽
西
山
公
敏

（
福
岡
市
・
亡
母
フ
ヂ
子
）
▽
古

村
春
子
（
曽
根
崎
町
・
亡
夫
正

男
）
▽
石
田
充
代
（
弥
生
が

丘
・
亡
母
ハ
ル
エ
）
▽
有
馬

朋
（
姫
方
町
・
亡
母
孝
子
）
▽

黒
田
隆
義
（
永
吉
町
・
亡
父
繁

男
）
▽
緒
方
一
基
（
同
・
亡
妻

マ
キ
エ
）

基
里
小
学
校
へ

▽
書
籍
一
式
…
塚
本
善
人
（
水

屋
町
）

弥
生
が
丘
小
学
校
へ

▽
腐
葉
土
な
ど
土
地
改
良
資
材

各
20
袋
、
花
苗
…
鳥
栖
養
基
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
長
・
篠

原
範
幸
）

交
通
遺
児
へ
▽
21

万
６
２
９
２
円
…
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
労
働
組
合
久
留
米
支
部
（
鳥

栖
分
会
長
・
島
隆
義
）

市
社

会
福
祉
協
議
会
へ
▽
７
万
円
…

深
山
流
舞
踊
の
会
（
会
主
代

表
・
深
山
晴
豊
）
▽
３
万
円

（
ふ
れ
あ
い
部
設
置
助
成
金
の
一

部
と
し
て
）
…
沼
田
幸
彦
（
田

代
外
町
）

市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
▽
餅
つ
き
用
石
臼
、
台

座
一
式
…
沼
田
幸
彦
（
田
代
外

町
）

２
万
１
６

９
０
円
…
第
４
回
麓
区
民
ゴ
ル

フ
大
会

ミ
ャ
ン
マ
ー
サ

イ
ク
ロ
ン
・
中
国
四
川
省
大
地

震
被
災
者
へ
▽
１
万
４
８
６
９

円
…
鳥
栖
の
未
来
を
考
え
実
行

す
る
会
（
第
11
回
「
要
る
く
祭
」

の
益
金
よ
り
）

中
国
四
川
省

大
地
震
被
災
者
へ
▽
５
０
０
０

円
…
里
の
会

鳥

栖

能

公

演

佐
野
登
さ
ん
に
よ
る「
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」も
開
催

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

助
成
　
の
申
請

乳
幼
児
及
び

児
童
医
療
費

な
ど

県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
蔵
上
町
の

「
四
阿
屋
神
社
の
御
田
舞
」
の
映

像
が
地
域
文
化
資
産
ポ
ー
タ
ル

（http://bunkashisan.ne.jp/

）
に

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
文
化
資
産
ポ
ー
タ
ル
は
、

全
国
の
伝
統
芸
能
・
祭
り
な
ど

の
映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
公
開
し
て
い
る
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
で
す
。

こ
の
機
会
に
市
を
代
表
す
る

民
俗
芸
能
「
四
阿
屋
神
社
の
御

田
舞
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

鳥

栖

能

公

演

佐
野
登
さ
ん
に
よ
る「
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」も
開
催

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

助
成
　
の
申
請

乳
幼
児
及
び

児
童
医
療
費

な
ど

寄付を受けた剣塚古墳

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
文
化
財
係
（
4

85
・
３
６
９
５
）

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
文
化
財
係
（
4

85
・
３
６
９
５
）

■
問
い
合
わ
せ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
佐
賀

県
実
施
委
員
会
事
務
局
（
4
０

９
５
２
・
24
・
４
２
９
１
）







私
は
田
代
新
町
に
住
み
40
年

に
な
る
。
近
く
に
は
多
く
の
神

社
・
寺
・
史
跡
が
あ
る
。
そ
こ

で
こ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
自
分
流
の

散
歩
道
を
考
え
た
。
今
回
は
そ

の
中
で
も
特
選
の
散
歩
道
「
祈

り
と
史
跡
の
散
歩
道
」
を
紹
介

し
た
い
。

自
宅
を
出
て
約
２
０
０
ｍ
行

く
と
赤
坂
に
通
じ
る
「
長
崎
街

道
」
に
出
る
。
途
中
「
足
洗
川
」

と
名
の
付
く
小
川
が
あ
る
。
参

勤
交
代
の
殿
様
が
足
を
洗
っ
た

所
で
、
今
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
川
に
な
っ
て
い
る
。
赤
坂
を

左
に
曲
が
り
約
３
０
０
ｍ
進
む

と
「
赤
坂
古
墳
」
が
あ
る
森
に

出
る
。
築
造
は
３
世
紀
後
半
、

初
現
期
古
墳
。
ま
た
同
じ
森
に

「
剣
塚
古
墳
」
と
い
う
６
世
紀
中

ご
ろ
の
墓
も
あ
る
。
森
を
出
る

と
高
台
に
「
北
向
地
蔵
」
が
あ

り
、
石
仏
が
16
体
安
置
し
て
あ

る
。
願
い
事
が
叶
う
と
お
参
り

が
絶
え
な
い
。
私
も
家
内
安
全

と
健
康
を
願
い
合
掌
。

前
方
の
弥
生
が
丘
の
町
並

み
を
眼
下
に
眺
め
な
が
ら

「
愛
宕
神
社
」
へ
。
こ
こ
は
１

０
８
段
の
石
段
を
登
ら
な
い

と
本
殿
に
行
け
な
い
。
途
中

３
、
４
回
の
休
息
が
必
要
。

こ
こ
で
も
家
内
の
無
事
を
祈

り
柏
手
を
打
つ
。

神
社
を
下
り
「
安
永
田
遺
跡
」

へ
向
か
う
。
こ
こ
は
弥
生
時
代

中
期
後
半
、
約
２
０
０
０
年
前

の
青
銅
鋳
造
遺
跡
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
徒
歩
約
７
分
で
「
庚
申

堂
塚
古
墳
」
へ
。
こ
れ
は
６
世

紀
中
ご
ろ
の
墓
。
近
く
に
「
田

代
太
田
古
墳
」
が
あ
る
。
築
造

は
６
世
紀
後
半
で
装
飾
が
あ
る
。

全
国
で
８
０
０
基
ほ
ど
あ
る
中

の
一
つ
で
国
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

散
歩
で
最
後
に
寄
る
の
が
太

田
山
安
生
寺
で
あ
る
。
10
年
間

無
住
寺
で
あ
っ
た
が
今
年
１
月

住
職
に
な
ら
れ
た
中
原
順
導
住

職
（
尼
僧
）
が
地
区
住
民
の
人

た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
再
建
に

向
け
汗
を
流
し
て
い
る
。
早
朝

よ
り
住
職
の
お
茶
の
接
待
が
あ

り
参
拝
者
は
こ
の
１
杯
で
１
日

が
始
ま
る
。

自
宅
に
着
き
歩
数
計
を
見
る

と
１
万
１
５
０
０
歩
弱
。
76
分

間
の
散
歩
で
し
た
。
精
神
的
に

も
肉
体
的
に
も
充
実
し
た
時
で

し
た
。
皆
さ
ん
も
楽
し
い
散
歩

コ
ー
ス
を
作
り
、
歩
け
歩
け
で

健
康
な
体
力
づ
く
り
を
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

特
ダ
ネ

わ
た
し
が

　
　
見
つ
け
た!!

市民リポーター
コーナー 「祈りと史跡の散歩道」を取材しました！

※市民の皆さんでつくるページです。

ほんごうほんごうほんごう

本川川防災調節池本川川防災調節池本川川防災調節池

特
ダ
ネ

わ
た
し
が

　
　
見
つ
け
た!!

市民リポーター
コーナー 「祈りと史跡の散歩道」を取材しました！

高台にある「北向地蔵」



■「鳥栖劇場」についての
思い出話などを募集
鳥栖市民劇団では東町にあ

った「鳥栖劇場」について思
い出話や写真などを募集して
います。応募締め切りは８月
31日（日）まで。詳しくは同
劇団・江崎（4090-9499-9565）
へ。

■第76回鳥栖市民大学
７月13日（日）午後１時～、
サンメッセ鳥栖。講師は工学
博士の須貝高さんで、健康住
まいづくりセミナーを行いま
す。入場無料。詳しくは鳥栖
市民大学事務局（鳥栖新聞内
483-7490）へ。

■久留米コンピュータ・カ　
レッジオープンキャンパス
対象は入学を希望する高校

生と保護者。７月12日（土）
午前10時～午後１時、体験授
業や施設案内など。申し込み
は前日までに久留米コンピュ
ータ・カレッジ（40120-33-
6770）へ。

高
齢
者
相
談
室
で
は
、
次
の

よ
う
な
求
人
申
し
込
み
が
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
同
相
談
室
（
4

85
・
３
５
５
６
）
へ
。
決
定
済

み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
倉
庫
内
ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
員

（
轟
木
町
）
…
時
給
８
３
０
円

◎
飲
食
物
給
仕
係
（
本
鳥
栖
町
）

…
時
給
６
８
０
〜
８
０
０
円

◎
販
売
店
員
（
京
町
）
…
時
給

７
０
０
〜
８
６
０
円

◎
清
掃
（
本
通
町
）
…
時
給
７

０
０
〜
７
４
０
円

◎
介
護
員
（
蔵
上
町
）
…
時
給

７
５
０
〜
９
５
０
円

◎
調
理
補
助
（
真
木
町
）
…
時

給
７
５
０
〜
８
０
０
円

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板

住
宅
地
な
ど
に
設
け
た
特

設
会
場
で
、
即
売
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
そ
の
際
「
粗
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
」
な
ど
と

い
っ
て
人
を
集
め
、
無
料
で

日
用
品
な
ど
を
配
り
、
参
加

者
を
得
し
た
気
分
に
さ
せ
ま

す
。そ

の
後
「
激
安
」
と
い
う

言
葉
で
購
買
意
欲
を
あ
お
り
、

参
加
者
の
判
断
能
力
を
失
わ

せ
、
最
後
に
羽
毛
布
団
や
健

康
器
具
な
ど
の
高
額
商
品
を

売
り
つ
け
ま
す
。

こ
れ
は
催
眠
商
法
と
い
い
、

集
団
心
理
を
利
用
し
た
悪
徳

商
法
の
一
つ
で
す
。

「
も
ら
わ
な
け
れ
ば
損
！
」

と
無
料
配
布
に
つ
ら
れ
、
安

易
に
会
場
に
行
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ

の
場
の
雰
囲
気
に
惑
わ
さ
れ

ず
、
本
当
に
必
要
か
ど
う
か

冷
静
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

契
約
書
を
受
領
し
た
日
か

ら
８
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
無
条
件

解
約
）
で
き
ま
す
。

市
民
協
働
推
進
課
（
4

85
・
３
５
７
６
）
で
は
、
消

費
生
活
苦
情
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

みんな!集まれ!

就
職
情
報

みんなの伝言板



※子育て情報が満載です。



わ
が
家
の
子
ど
も
た
ち
は
、

小
学
一
年
生
の
女
の
子
と
幼
稚

園
に
通
う
年
中
組
の
男
の
子
の

二
人
で
す
。

今
年
の
春
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん

の
卒
園
と
入
学
、
弟
の
入
園
と

続
き
、
大
丈
夫
か
な
と
心
配
し

ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
新

し
い
環
境
で
元
気
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
先
日
、
子
ど
も
た
ち

が
将
来
の
夢
を
熱
く
語
っ
て
く

れ
て
、
と
て
も
頼
も
し
く
思
い

ま
し
た
。
お
姉
ち
ゃ
ん
は
看
護

師
や
ダ
ン
サ
ー
な
ど
た
く
さ
ん

夢
を
持
っ
て
い
て
、
弟
の
方
は

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
な
り
た
い
そ

う
で
す
。

二
人
と
も
と
て
も
し
っ
か
り

し
て
そ
う
に
見
ら
れ
ま
す
が
、

実
は
甘
え
ん
坊
で
、
弟
は
ま
だ

お
っ
ぱ
い
を
欲
し
が
る
の
で
困

っ
て
い
ま
す
。（
笑
）
本
人
も
恥

ず
か
し
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う

で
祖
父
た
ち
か
ら
「
ま
だ
飲
ん

で
る
の
〜
」
な
ん
て
言
わ
れ
る

と
「
飲
ん
で
な
い
も
ん
」
と
悔

し
そ
う
に
言
っ
て
機
嫌
が
悪
く

な
る
こ
と
も
。
そ
ん
な
時
お
姉

ち
ゃ
ん
が
「
大
丈
夫
」
と
声
を

か
け
励
ま
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
普
段
は
け
ん
か
も
多
い
で

す
が
、
ど
ち
ら
か
が
ピ
ン
チ
の

時
は
ど
ち
ら
か
が
助
け
て
い
ま

す
。
弟
を
怒
っ
て
外
に
出
し
て

い
た
時
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
こ
そ

っ
と
家
に
入
れ
て
あ
げ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。（
笑
）

最
近
お
姉
ち
ゃ
ん
に
妹
が
欲

し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
期

待
に
は
応
え
ら
れ
な
い
か
な
。

ご
め
ん
ね
。
い
つ
ま
で
も
仲
の

良
い
姉
弟
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

次
は
四
人
目
の
お
子
さ
ん
を

妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
、
島
田
加

代
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

子
育
て
情
報
い
ろ
い
ろ

写真左から長男・輝希くん、執筆者の
原恵美さん、長女・明日美ちゃん



応
募
資
格
●
看
護
師
ま
た
は
准

看
護
師
の
有
資
格
者

募
集
人
員
●
１
人

勤
務
形
態
●
日
曜
日
、
祝
日
、

国
民
の
休
日
、
１
月
２
日
・
３

日
、
８
月
15
日
①
午
前
８
時
半

〜
午
後
５
時
②
午
後
４
時
半
〜

同
９
時
半

賃
　
金
●
①
日
額
９
９
０
０
円

②
日
額
７
４
０
０
円

申
し
込
み
●
保
健
セ
ン
タ
ー

（
4
85
・
３
６
５
０
）
へ

対
　
象
●
ぜ
ん
そ
く
を
患
っ
て

い
る
か
風
邪
を
ひ
き
や
す
い
小

学
生

と
　
き
●
８
月
10
日
（
日
）
か

ら
同
13
日
（
水
）
ま
で
の
３
泊

４
日

と
こ
ろ
●
北
山
少
年
自
然
の
家

定
　
員
●
30
人

費
　
用
●
１
万
８
５
０
０
円

内
　
容
●
自
然
体
験
、
身
体
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

申
し
込
み
●
東
佐
賀
病
院
（
4

94
・
２
０
４
８
）
へ

応
募
資
格
●
高
校
卒
業
者
ま
た

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
人
、
来
年
３
月
高
校
卒

業
見
込
み
の
人

定
　
員
●
本
科
２
年
＝
50
人
▽

専
科
１
年
＝
若
干
名

試
験
日
●
①
推
薦
＝
10
月
31
日

（
金
）
②
一
般
＝
来
年
１
月
９
日

（
金
）

願
書
受
付
●
①
10
月
１
日
〜
10

日
②
12
月
９
日
〜
22
日

試
験
科
目
●
①
作
文
、
面
接
②

国
語
・
数
学
・
選
択
科
目
（
外

国
語
な
ど
）
の
３
科
目

そ
の
他
●
８
月
７
日
（
木
）
・

８
日
（
金
）
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
（
申
し
込
み
が

必
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ
●
県
農
業
大
学
校

（
4
０
９
５
２
・
45
・
２
１
４

４
）

参
加
資
格
●
一
般
団
員
＝
小
学

４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

で
、
事
前
研
修
会
に
参
加
で
き

る
人
▽
指
導
員
＝
高
校
生
以
上

と
　
き
●
８
月
22
日
（
金
）
か

ら
24
日
（
日
）
ま
で

と
こ
ろ
●
首
里
城
、
沖
縄
美
ら

海
水
族
館
、
南
部
戦
跡
な
ど

募
集
人
員
●
一
般
団
員
＝
40
人

程
度
▽
指
導
員
＝
若
干
名
。
先

着
順

参
加
費
●
小
学
生
＝
５
万
円
▽

中
学
生
・
指
導
員
＝
５
万
２
０

０
０
円

申
し
込
み
●
往
復
は
が
き
に
①

住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
性

別
⑤
生
年
月
日
⑥
年
齢
⑦
学
校

名
・
学
年
⑧
保
護
者
名
を
記

入
・
捺
印
の
上
、
鳥
栖
や
ま
び

こ
沖
縄
研
修
団
事
務
局
（
〒
８

４
１
―
０
０
０
５
鳥
栖
市
弥
生
が

丘
５
丁
目
２
８
８
番
地
　
松
隈
孝

司
方
4
83
・
３
１
９
２
）
へ

裁
判
所
事
務
官
Ⅲ
種
の
採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
佐
賀
地
方
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
（
4
０
９
５

２
・
23
・
３
１
６
１
）
へ
。

受
験
資
格
●
昭
和
62
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

受
付
期
間
●
７
月
15
日
（
火
）

か
ら
同
23
日
（
水
）
ま
で
。
申

込
書
は
簡
易
書
留
郵
便
ま
た
は

配
達
記
録
郵
便
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
当
日
消
印
有
効

第
１
次
試
験
日
●
９
月
14
日

（
日
）

と
　
き
●
８
月
24
日
（
日
）

と
こ
ろ
●
龍
谷
高
等
学
校
（
佐

賀
市
）

休
日
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

看

護

師

な

ど

太
陽
の
子
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

参

加

者

県
農
業
大
学
校
学
生

鳥

栖

や

ま

び

こ

沖
縄
研
修
団
団
員

裁
判
所
事
務
官
Ⅲ
種

消

防

設

備

士

※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

業
務
名
●
中
学
校
給
食
栄
養
士

応
募
資
格
●
次
の
①
②
③
を
い

ず
れ
も
満
た
す
人
①
今
年
８
月

１
日
現
在
、
市
内
在
住
者
②
管

理
栄
養
士
ま
た
は
栄
養
士
の
有

資
格
者
③
１
年
以
上
の
実
務
経

験
が
あ
る
人
（
以
前
市
嘱
託
職

員
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
人
も
可
）

募
集
人
員
●
１
人

雇
用
期
間
●
10
月
１
日
か
ら
来

年
３
月
31
日
ま
で
（
勤
務
成
績

が
良
好
な
時
は
雇
用
期
間
を
更

新
す
る
場
合
あ
り
。
最
長
５
年
。

８
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

は
臨
時
職
員
と
し
て
雇
用
）

勤
務
形
態
●
午
前
８
時
半
〜
午

後
４
時
半
（
変
更
の
場
合
が
あ

り
ま
す
）。
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
休
み

賃
　
金
●
月
額
15
万
４
７
７
０

円
（
臨
時
職
員
は
日
額
６
７

７
０
円
）

申
し
込
み
●
７
月
22
日
（
火
）

ま
で
に
①
申
込
書
（
記
載
例

を
参
照
）
②
市
販
の
履
歴
書

に
写
真
を
貼
付
し
た
も
の
③

返
信
先
を
記
入
し
た
は
が
き

を
教
育
委
員
会
総
務
課
へ
持

参
、
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
同
日
必
着

選
考
方
法
●
書
類
選
考
、
面
接

な
ど
（
７
月
27
日
を
予
定
）

鳥

栖

能

公

演

佐
野
登
さ
ん
に
よ
る「
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」も
開
催

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

鳥
栖
山
笠
・
ま
つ
り
鳥
栖

助
成
　
の
申
請

乳
幼
児
及
び

児
童
医
療
費

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
総
務
課
（
〒
８

４
１
―
８
５
１
１
鳥
栖
市
宿

町
１
１
１
８
番
地
　
4
85
・

３
６
９
１
）



受
付
期
間
●
７
月
14
日
（
月
）

か
ら
同
25
日
（
金
）
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

願
書
の
配
布
●
鳥
栖
・
三
養
基

地
区
消
防
事
務
組
合
予
防
課

（
4
83
・
７
９
９
６
）
で
配
布

問
い
合
わ
せ
●
同
課
へ

と
　
き
●
７
月
17
日
（
木
）
午

後
２
時
〜
同
４
時

と
こ
ろ
●
雇
用
・
能
力
開
発
機

構
佐
賀
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
市
）

内
　
容
●
ホ
テ
ル
・
旅
館
業
に

つ
い
て

講
　
師
●
小
原
健
史
さ
ん
（
和

多
屋
別
荘
代
表
取
締
役
）

定
　
員
●
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費
●
無
料

申
し
込
み
●
同
セ
ン
タ
ー
（
4

０
９
５
２
・
26
・
９
４
９
８
）

へと
　
き
●
７
月
24
日
（
木
）
午

後
２
時
〜
同
４
時

と
こ
ろ
●
雇
用
・
能
力
開
発
機

構
佐
賀
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
市
）

テ
ー
マ
●
第
一
印
象
の
大
切
さ

講
　
師
●
中
元
寺
ゆ
か
り
さ
ん

（
西
日
本
エ
リ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
㈱

佐
賀
オ
フ
ィ
ス
取
締
役
所
長
）

定
　
員
●
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
同
セ
ン
タ
ー
（
4

０
９
５
２
・
26
・
９
４
９
８
）

へ
７
月
１
日
か
ら
改
正
最
低
賃

金
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
佐
賀
労
働
局
（
4

０
９
５
２
・
32
・
７
１
７
９
）

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.saga.plb.go.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

主
な
改
正
内
容
●
①
地
域
別
最

低
賃
金
の
不
払
い
の
場
合
の
罰

金
額
の
上
限
が
２
万
円
か
ら
50

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
②

産
業
別
最
低
賃
金
の
不
払
い
の

場
合
の
罰
金
額
の
上
限
が
30
万

円
に
な
り
ま
す
③
派
遣
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
は
派

遣
先
の
地
域
（
産
業
）
の
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す

（
社
）
福
岡
県
高
齢
者
能
力

活
用
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢
者
の

た
め
の
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
に
登
録

（
無
料
）
し
、
紹
介
す
る
企
業
の

条
件
が
合
え
ば
同
セ
ン
タ
ー
が

窓
口
と
な
っ
て
企
業
に
派
遣
し

ま
す
。

豊
か
な
経
験
や
知
識
、
技
能

を
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
、

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
は
、

ぜ
ひ
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
求

人
企
業
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

即
戦
力
と
な
る
高
齢
者
を
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
（
4

０
９
２
・
４
５
１
・
８
６
２
１
）

へ
。

改
正
最
低
賃
金
法
が

施

行

さ

れ

ま

す

高
齢
者
の
た
め
の
派
遣
事
業

職
業
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー

自
分
み
が
き
セ
ミ
ナ
ー



と
　
き
●
７
月
19
日
（
土
）
午

後
１
時
半
〜

と
こ
ろ
●
中
央
公
民
館
３
階
研

修
室

内
　
容
●
「
市
長
を
囲
ん
で
大

い
に
語
ろ
う
!!
」
市
長
と
語
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス�

実
践
術
ほ
か

参
加
費
●
無
料

そ
の
他
●
託
児
あ
り
（
要
予
約
。

申
し
込
み
は
７
月
16
日
ま
で
に

市
民
協
働
推
進
課
へ
）

問
い
合
わ
せ
●
市
民
協
働
推
進

課
（
4
85
・
３
５
０
８
）

対
　
象
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
介

護
に
興
味
の
あ
る
人

と
　
き
●
７
月
20
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ
●
若
楠
療
育
園

内
　
容
●
腰
に
や
さ
し
い
移
動

援
助
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
重
ね
煮
弁

当
（
レ
シ
ピ
紹
介
）、
車
い
す
乗

車
・
操
作
体
験

費
　
用
●
３
０
０
円
（
昼
食
代
）

申
し
込
み
●
若
楠
療
育
園
（
4

83
・
１
１
２
１
）
へ

生
後
３
〜
６
か
月
の
赤
ち
ゃ

ん
の
特
徴
を
勉
強
し
た
り
、
抱

っ
こ
し
た
り
し
て
触
れ
合
う
育

児
教
室
で
す
。

対
　
象
●
市
内
の
小
学
５
・
６

年
生
、
中
学
生

と
　
き
●
８
月
１
日
（
金
）
午

前
９
時
半
〜
同
11
時
半

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容
●
抱
っ
こ
体
験
、
離
乳

食
の
試
食
な
ど

定
　
員
●
20
人

持
っ
て
く
る
も
の
●
筆
記
用
具
、

エ
プ
ロ
ン
、
上
靴

申
し
込
み
●
保
健
セ
ン
タ
ー

（
4
85
・
３
６
５
０
）
へ

と
　
き
●
７
月
20
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
若
葉
公
民
館

講
　
師
●
鳥
栖
消
防
署

内
　
容
●
応
急
手
当
と
救
命
処

置
、
熱
中
症
対
策
な
ど

申
し
込
み
●
７
月
６
日
以
降
に

若
葉
公
民
館
（
4
84
・
６
１
２

２
）
へ

佐
賀
県
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
く
れ
よ
ん
で

は
、パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
き
ま
す
。

※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

ぬくもりにふれるひととき

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
②

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

介

護

講

習

会

赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い

体

験

教

室

応
急
手
当
と
救
命
処
置

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室



対
　
象
●
身
体
・
知
的
・
精
神

障
害
者
。
難
病
や
加
齢
に
よ
る

障
害
の
あ
る
人
も
参
加
可
能

と
　
き
●
７
月
15
日
（
火
）
か

ら
同
18
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
半

と
こ
ろ
●
鳥
栖
総
合
庁
舎
（
元

町
）

参
加
料
●
無
料
（
た
だ
し
資
料

代
と
し
て
５
０
０
円
）

内
　
容
●
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、

カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
な
ど

定
　
員
●
８
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
ゆ
め
く
れ
よ
ん
（
4

０
９
５
２
・
36
・
６
９
７
７
）
へ

対
　
象
●
市
内
中
学
生

と
　
き
●
８
月
５
日
（
火
）
同

６
日
（
水
）
の
２
日
間
、
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
半

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館

内
　
容
●
福
祉
講
話
、
車
い
す

体
験
、
ど
ん
ぐ
り
村
で
の
研
修

な
ど

参
加
費
●
無
料
（
昼
食
は
準
備

し
ま
す
）

定
　
員
●
30
人

申
し
込
み
●
７
月
18
日
（
金
）

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
4

85
・
３
５
５
５
）
へ

対
　
象
●
市
内
の
小
学
５
・
６

年
生

と
　
き
●
７
月
28
日
（
月
）
か

ら
同
30
日
（
水
）
ま
で
、
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
半

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館

内
　
容
●
福
祉
講
話
、
車
い
す

体
験
、
福
祉
施
設
の
研
修
な
ど

参
加
費
●
無
料
（
昼
食
は
準
備

し
ま
す
）

定
　
員
●
50
人

申
し
込
み
●
７
月
11
日
（
金
）

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
4

85
・
３
５
５
５
）
へ

対
　
象
●
鳥
栖
市
、
み
や
き
町
、

上
峰
町
に
住
む
人

と
　
き
●
７
月
17
日
（
木
）
・

８
月
21
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

正
午
（
全
２
回
）

と
こ
ろ
●
鳥
栖
・
三
養
基
西
部

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

内
　
容
●
使
用
済
み
の
ガ
ラ
ス

を
加
工
し
、
表
面
に
好
き
な
文

様
を
つ
け
ま
す

募
集
人
員
●
８
人
（
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
●
上
履
き
、

袖
口
の
細
い
長
袖
の
上
着

参
加
・
材
料
費
●
無
料

申
し
込
み
●
７
月
14
日
（
月
）
午

後
４
時
半
ま
で
に
鳥
栖
・
三
養
基

西
部
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
4

94
・
９
３
１
３
）
へ
。
申
し
込
み

は
１
人
に
つ
き
年
１
回
ま
で

と
　
き
●
９
月
12
日
（
金
）
ま

た
は
24
日
（
水
）
ど
ち
ら
も
午

後
１
時
半
〜
同
４
時
半
（
受
け

付
け
は
午
後
１
時
〜
同
１
時
半
）

と
こ
ろ
●
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
パ
レ

ス
（
神
辺
町
）

受
付
期
間
●
８
月
１
日
（
金
）

か
ら
20
日
（
水
）
ま
で

申
し
込
み
●
県
危
険
物
安
全
協

会
（
〒
８
４
０
｜
０
８
４
３
佐

賀
市
川
原
町
８
｜
27
佐
賀
県
石

油
協
同
組
合
内
4
０
９
５
２
・

22
・
７
３
３
７
）
へ
。
受
講
申

請
書
は
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消

防
事
務
組
合
予
防
課
（
4
83
・

７
９
９
６
）
に
あ
り
ま
す

ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル

危
険
物
の
取
扱
作
業
の

保
安
に
関
す
る
講
習

車いすを使う人の気持ちを体験

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体

験

ス

ク

ー

ル

ガ
ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
教
室



※市政情報、暮らしの情報がいっぱい。

市
は
次
の
業
者
を
指
定
工
事

店
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
上
下
水
道
局
施
設

課
（
4
85
・
３
５
４
４
）
へ
。

◆
日
本
住
宅
設
備
（
株
）（
佐
賀

市
若
宮
２
丁
目
６
｜
37
、
５
月

26
日
付
）

県
民
体
育
大
会
出
場
選
考
会

も
兼
ね
た
市
民
水
泳
大
会
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
市
水
泳
連
盟
阿
世

賀
（
4
０
９
０
・
１
０
８
０
・

８
８
６
０
）
へ
。

参
加
資
格
●
18
歳
以
上
の
市
内

居
住
者
（
高
校
生
を
除
く
）

と
　
き
●
７
月
27
日
（
日
）、
午

前
11
時
受
け
付
け
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
●
鳥
栖
北
小
学
校
プ
ー

ル種
　
目
●
県
民
体
育
大
会
要
綱

に
準
じ
た
自
由
形
、
平
泳
ぎ
、

背
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
。
距
離

は
男
子
29
歳
ま
で
の
種
目
の
み

が
50
ｍ
で
、
そ
の
ほ
か
は
25
ｍ

申
し
込
み
●
当
日
会
場
で

市
で
は
生
活
保
護
世
帯
に
準

じ
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
世

帯
で
、
公
立
小
・
中
学
校
へ
の

就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
学

用
品
な
ど
の
就
学
上
必
要
な
経

費
の
一
部
の
援
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象
は
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
、
母
子
（
父
子
）
家
庭
で
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

世
帯
な
ど
で
す
。

申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

と　き●８月３日（日）、同４日（月）
ところ●明治通り、久留米六角堂広場ほか
内　容●８月３日＝前夜祭、はっぴぃ広場▽８月４日＝パ
ワーストリート、太鼓響演会、１万人のそろばん総踊り
など
問い合わせ●くるめ水の祭典振興会事務局（431-1717）

と　き●７月19日（土）午後１時～同８時半
ところ●ＪＲ基山駅前周辺
内　容●パレード、餅まき、綱引き大会、基山のよさこい
“よか踊り大会”2008、サガン鳥栖選手との交流など
問い合わせ●基山町商工会（492-2653）

クロスロード

クロスロード

クロスロード

クロスロード

クロスロード

クロスロード

下
水
道
工
事
店
の
指
定

市

民

水

泳

大

会

就

学

援

助

制

度



児
童
が
通
学
し
て
い
る
学
校
も

し
く
は
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
（
4
85
・
３
５
２
０
）
へ
。

７
月
は
「
青
少
年
の
非
行
問

題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」

で
す
。
鳥
栖
市
青
少
年
育
成
市

民
会
議
で
は
、
期
間
中
の
７
月

12
日
に
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
す
。

非
行
に
走
る
こ
と
な
く
健
全

に
育
成
す
る
こ
と
は
重
要
な
課

題
で
す
。
子
ど
も
の
人
格
を
尊

重
し
な
が
ら
規
範
意
識
を
醸
成

し
、
お
互
い
に
意
思
疎
通
が
で

き
る
明
る
い
家
庭
作
り
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

８
月
は
「
同
和
問
題
啓
発
強

調
月
間
」
で
す
。

市
で
は
、
同
和
問
題
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど
を
行

い
ま
す
。

と
　
き
●
７
月
26
日
（
土
）
・

27
日
（
日
）

と
こ
ろ
●
ジ
ョ
イ
フ
ル
タ
ウ
ン

鳥
栖
２
階

問
い
合
わ
せ
●
生
涯
学
習
課

（
4
85
・
３
６
９
４
）

大
雨
が
降
る
と
河
川
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

な
ど
の
生
活
ご
み
が
た
く
さ
ん

流
れ
て
き
ま
す
。
筑
後
大
堰
で

は
ご
み
が
た
ま
り
、
水
門
扉
の

開
閉
操
作
に
支
障
を
き
た
し
ま

す
。平

成
19
年
度
、
筑
後
大
堰
で

は
約
７
３
０
k
の
ご
み
を
処
理

し
ま
し
た
。

ご
み
は
河
川
や
海
の
景
観
や

環
境
を
悪
く
し
ま
す
。
河
川
美

化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人

水
資
源
機
構
筑
後
大
堰
管
理
所

（
4
26
・
４
５
５
１
）
へ
。

７
月
９
日
か
ら
同
18
日
ま
で

の
10
日
間
、
夏
の
交
通
安
全
県

民
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
お
よ
び
市
交
通
対
策
協
議

会
で
は
期
間
中
、
駅
前
駐
輪
場

で
の
指
導
、
交
通
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
の

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
建
設
課
管
理
係

（
4
85
・
３
５
９
８
）
へ
。

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
●
守
ろ
う

交
通
ル
ー
ル
　
高
め
よ
う
交
通

マ
ナ
ー

運
動
の
重
点
事
項
●
①
子
ど
も

と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
②

飲
酒
・
暴
走
運
転
の
根
絶
③
自

転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
④
す

べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

市
で
は
「
鳥
栖
市
地
域
公
共

交
通
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
期
間
は
７
月
31
日
ま
で

で
す
。

公
共
交
通
に
つ
い
て
の
ご
意

見
を
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
き
、
公
共
交
通
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
た
め
の
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。詳

し
く
は
都
市
整
備
課
道

路
・
交
通
政
策
室
（
4
85
・
３

６
０
２
）
へ
。

市政情報のスポットCM

水道の修繕

市への提言・意見

住民票などの夜間・休日交付

人のうごき

テレビ広報とす

今月の納税

人
権
・
同
和
問
題
啓
発

パ

ネ

ル

展

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

地
域
公
共
交
通
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

河
川
に
ご
み
を
捨
て
な
い
で

青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間




